
長泉麗峰山の会・山行報告書                        文・写真   後藤 

山行番．  NO.2086-1 

日 時  2025 年 06 月 05 日（木）晴 

山 域  針ノ木雪渓（標高約 1750m まで） 

コース  長泉 6:00-扇沢 10:22-沢道-大沢小屋 11:31-針ノ木雪渓 11:50～12:15（昼食）-大沢小屋 

      -山道-扇沢 13:50-車移動-青鬼集落 15:28-根知（ねち）ホワイト・クリフ（泊）17:00 

標高差  扇沢約 1450ｍ～針ノ木雪渓約 1750ｍ＝約 300ｍ 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  普通  レやや易しい  易しい 

幸せを呼ぶ「緑の二輪草」を観察 
参加者  後藤、峰田、伊藤、斎藤＝4 名 

 

26 年ぶり針ノ木雪渓 

 恒例の「雨飾山詣で」例年、初日は白馬大雪渓だが、今年は猿倉の林道が土砂崩れで通

行止めだった。代案で「針ノ木雪渓」に向かった。梅雨の晴れ間。扇沢に着くと気持ち良

い冷気と蒼穹が迎えてくれた。 

 最上部の駐車場に入れる。１日 1000-は安い。駅は立山に向かう観光客でごった返して

いた。沢コースで大沢小屋に向かう。 

松本在住の「蝶撮影」のオジサンが居て、先日、ここで「緑色の二輪草」を見たと教え

てくれた。何でも、その花は「幸せを呼ぶ花」という。上りながらキョロキョロしたが分

からなかった。 

 

 
扇沢                    沢道 

 

 上りは沢道を上る。雪解けしたばかりで、やや荒れていたが、問題はなかった。一か所

橋が架かり渡った。対岸には残雪が多かった。新緑・残雪・蒼穹・冷気が何とも快適だっ

た。 

 程なく大沢小屋着。昔の記憶は全くなかった。大沢小屋といえば、「百瀬慎太郎」で「山

を想えば人恋し、人を想えば山恋し」の詠が余りに有名。 



 
針ノ木雪渓 

 
大沢小屋                  サンカヨウ 

 

幸せを呼ぶ「緑の二輪草」観察 

 小屋から少し上り、針ノ木雪渓に降り立った。ここで昼食を摂り下山。帰りは山道を下

る。ただ、こちらは上り返し・雪渓横断・沢渡渉があり歩き難い。 

 途中でまた、蝶のオジサンに会った。扇沢手前で登山時分からなかった「緑の二輪草」

を女子が発見した。この現象は、「先祖返り」という。 

 一見、花の様に見えず半信半疑だった。ところが、帰静し日曜日朝 NHK「自然百景」を

見た。福島・天狗山の番組で正にそれを放映してくれ、我が意を得たりだった。 



 
緑の二輪草 

 

二輪草の緑化・・・先祖返りという言葉があります。これは一般的には何代も前の先祖がもってい

た遺伝上の形質が、突然その子孫のある個体に現れることをいいます。人間以外でも、植物や虫、

動物などにも起きる出来事です。この先祖帰りというのは、原点回帰ともいえます。本来の姿がど

うであったのかを思い出すのです。・・・ネット 

 

 青鬼の棚田（朝なら ALPS が映る） 


